
～☆～～☆～～☆～～☆～～☆～　団体サポーター会員様紹介コーナー　～☆～～☆～～☆～～☆～～☆～

１０月に入り格段に過ごしやすくなりましたが、確実に冬が近づいているということを感じさせる日が増えて来

ました。新型コロナウィルス感染の第６波の動向も気がかりですが、今シーズンの雪の降り方がどうなるかも

気になります。インフルエンザワクチンや除雪用具の用意など今できる準備をして冬を迎えたいと思います。

題字は小千谷西高等学校の生徒の作品です。

おぢやプレミアム商品券(第３弾)
使用期限は令和３年１０月３１日までですので、

使い残しの無いようにお気を付けください。

ねこの手除雪応援隊 利用者・ボランティア募集

☆除雪サービス利用ご希望の方
積雪前に現地確認をさせていただくため、１１月末までにお申し込みください。雪が

降ってからのお申し込みや入会手続き無しのご利用はできません。（昨年度までに入会手
続きをされた方はあらためてのお申し込みは不要です。）
除雪内容： アーケード、玄関・通路、雪庇落とし

※屋根徐雪はお請けできません。また、現地確認の結果、お請けできない場合
もありますので、その際はご容赦ください。

入会金： １，０００円 （初年度のみ）
利用料金： ２，０００円／作業員１名・１時間あたり

☆除雪ボランティアとして活動いただける方
除雪応援隊員として活躍していただける方も募集中です。

（作業１時間当たり１３００円をお支払いいたします。お仕事をお持ちの方も、ご都合の
よろしい時に活動していただくことが可能ですので、是非ご登録ください。）

☆申込先 ねこの手除雪応援隊事務局
８３－４１９４（月～金曜日、10:00～16:00）

スマホからも申し込み可能です。
右のＱＲコードでアクセスできます。→
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～☆～～☆～～☆～～☆～～～☆～　　東夢協お知らせコーナー　～☆～～☆～～☆～～☆～～☆～

１０月～１１月のイベント

１０月２８日（木） オカリナ教室

１１月 ４日（木）オカリナ教室

１１月１８日（木）オカリナ教室

地域おこし協力隊員を訪問（４）

今回は地域おこし協力隊員として、令和２年５月から上片貝地区に

来ておられる鎮野晃輔（しずのこうすけ）さん（26歳）にお話をお聞

きしました。

神奈川県ご出身の鎮野さんは、大学卒業後メーカーの営業職を２年半

程度経験した後、スーツを着なくてもよい仕事がしたいと思い、地域

おこし協力隊員に応募することを考えるようになったそうです。

鎮野さんは「ビッグサイトで開催された移住フェアに出かけた際に

小千谷市のブースで説明を聞いて、課題が明確でやることがはっき

りしていたことから応募しようと思いました。上片貝地区では農業

の担い手としての役割を期待されていましたが、農業経験が全く無

かった私を歓迎してくださいました。また、会社員時代は帰宅が夜

遅くなることも度々でしたが、小千谷では朝が早い代わりに通勤時

間も無く、これまでとの生活リズムの違いを実感しました。」と話してくれました。

雪については着任前の下見の時は少雪だったためたいしたことはないと思ったそうで

すが、今年の冬の雪には驚いたようです。また、着任時はちょうど新型コロナウィルス

感染が始まった時期で、行動の制約も多くて大変だったかもしれません。

上片貝地区は圃場整備が進められていますが、他地区と同様に農業者の高齢化が進み

担い手不足の状況にあります。鎮野さんには農地所有者からの耕作委託の受け皿として

の生産組合の立ち上げや、農機オペレータとしての役割が期待されています。生産組合

では組合員１９名がコシヒカリを中心にした米作りをしており、鎮野さんが全ての作業

を任された田んぼも有るそうです。

農作業の無い冬期間は地域の除雪の仕事

の他に、市のＳＯＳ雪下ろし作業会員にも

登録し活動されています。

隊員になってよかったことは、大型特殊

やフォークリフトなど仕事に必要な各種の

免許を取ることができたことだそうです。

米作りも２シーズンを経験し、おおよその

手順を習得できたとのことです。協力隊員

の任期終了後については未だ決めていない

そうですが、生産組合の法人化など鎮野さ

んに期待する課題はまだまだありそうです。 ～田植え機を操る鎮野さん～
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